
 

 

第 23 回就労女性健康研究会 
日時：2019 年 11 月 16 日(土） 

13:20-17:00 

場所：キャンパスイノベーションセンター東京(田町駅) 

主催：(一社)日本産業衛生学会・就労女性健康研究会 

後援：（一社）国際 EAP 協会 日本支部 
 

定員 40 名 参加費：1000 円 
（国際 EAP 協会日本支部会員および日本産業衛生学会員は無料） 

    
 

日本産業衛生学会の公式研究会である「就労女性健康研究会」（http://wwh1999.com/）は、

働く女性の健康について、調査、研究を行い、学会を通して、我が国の政策に提言等を行って

おります。今秋、第 23 回就労女性健康研究会を以下のように開催いたします。ご興味のある

方はどなたでもご参加可能です。演題も募集中です。皆さまのご参加をお待ちしております。 
   
13:20～ 開会のあいさつ （荒木葉子医師、世話人代表） 
第一部 13:30~ 14:40    ： 
教育講演 1 『女性の昇進を妨げる Unconscious Bias』 
講師  松田チャップマン与理子 先生 （桜美林大学  健康福祉学群 准教授） 
Unconscious Bias というハーバード大学で開発された自分の中の隠れた偏見と向き合うエク

ササイズをを体験、学びます。 
 
14:40-15:50  
教育講演２  職場におけるリプロダクティブヘルスの重要性について（仮題）   
講師  長井聡里 先生 （株式会社 JUMOKU 所長） 
 
第二部: 
16:00~16:50 
一般演題 （発表 10 分、質疑応答 5 分）演題募集中。詳細は＜

http://wwh1999.com/archives/320＞ 
16:50 閉会のあいさつ 
 
～～～～～～～～～ご参加お申込み方法～～～～～～～～～～～～～～ 
メールにて、working.womens.health1999@gmail.com 又は support@eapatokyo.org

の事務局担当まで下記を送信ください。お支払いは当日受付でお願いします。 
 
＊11 月 16 日の就労女性健康研究会に参加希望します。 
氏名：          (当日連絡のつく)電話番号： 
会員：非会員（〇をしてください） 
(会員の場合どちらか明記：国際 EAP 協会日本支部・日本産業衛生学会） 


